































他 編『新教育学大事典』第 4 巻、第一法規出版、1997、p.544）とあります。 ソクラテスは、
師と弟子が上下の関係に立つという立場ではなく、ある問題に対して師弟が共に考えていこうと
いう立場に立って、対話を行っていたのです。わからないことに対して厳しく咎めるということ
ではなく、学習者と一緒になって考えていけるような教育を私はしていきたいと思っています。 
 わからないことをそのままにしておくことはあまり良いことではないかもしれませんが、「わか
らないということがわかった」という言葉は、わからないことをたくさん勉強していく大学院生
活でも私の大きな支えとなっています。 
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